






その他のタイトル Signal Effects of Japanese Bisignal Kango ：




林  四 郎   
これは、昭和53・54両年度の、文部省特定研究（Ⅰ）「言語」林四郎牡の研究  







素と呼んだ。   
私がこのような考えをもつようになったのは、まず、自分の心象において、  
そういう事実があるからであり、それが裏づけられるかどうか、一つの実験調  
査を施してみて、その結果、たしかに言えると思ったからである。   
本稿では、その調査の結果を報告し、語要素の代表性・埋没性ということに  
ついて、きらに論ずることとする。  
Ⅰ．調 査 内 容  
60ペ←ジに示すような質問紙調査票を作成した。   
質問の第一ほ、二つの文字のうち、どちらかが強い印象を与えているかどう  
かを調べるものである。100語のうち95語は字音で読まれる漢語であるが、次  
の5語は訓で読ま九る和語である。   
21北風 22出口 65立場 76試合 96庭敷  
「北風」は「ほっぷう」とも読めるが、そう読んでも、意味にかわりはない。   
質問の第二は、高構成意識の度合を調べるものである。組み合わせを感じる  
人が多いほど、一般に語要素の意味の独立性が高いことばだと判定する。   
本稿では、第一の質問に対する答えをおもに孜い、第二の質問に対する答え  
【59〕   
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l】この粧酎＝は．漢字2字で書いた単語が108語印刷Lてあります，各卑語について．2宇のうた印象の添し、方の事を○でかこ   
んやくださいDもし1両方同じくらいで・どちらとも決射れ射牒剖ま．両方の字をし1りしょにLてくっでかこ人でくださ   
Il中  
1犯 罪 21北 風     41両 方    61良 心    81殺 人  
2 穣 翼  22 出 口 ．42 熱 湯      62 人 生   18Z立証   
3 優 雅  」2さ 納 得l    43 三哩 想    63 意 味    83 経 済  
4 規 模    24 窃 盗    亜 美 力  64 冷 静     84 萱 山  
5 所 属  25 学 問   65 立 場85 売 却  
45 親 切                6 弁 好    26護身146原 因      66 天 気    86 製 紙l   
ア 処 置    127 状 態  ・47 充 分     i67 元 来  
8 分 別    28 事 実L   48 技 術    68 究 極      9 方 面    29善悪トご   49 支 配  【69 絶 対       10 遠 慮    30 帳 面    50 毒 舌  
」－  ．‘L70些時     19D 毛 草   
11余 地    31栄 養    ∩   51両 眼i  ■コ亘変動     91音声 92節約  
12 計 算    32 事 故  52 天 地     i72温 
13努 力＝33道徳  
⊥里型些▼ 94全焼                  u 厚         53 軸 心   73 成 功  14 後 悔  34 微 笑 54 事 件 74 出 世  15 商 売  ユ5成立」＿竺竺帯 75議論  
36 訴 言か 56 裁 判76 試 合   
16 雑 誌           17 倉 庫  37 運 命 57 横 行 ：77 刑 事  
18 治 療  ・38 必 死！    訂盲画   悶 奉 仕      ■  岩  ■■    39 文 字   59 探 M   79 銀 行  
20 天 才1■40 風俗      ぢ0 出 張   80 片 鱗  
2．もう一度．上の表を克てくだきい。0のことは．もう忘れて．古瀬将に頗したと夢．2宇のユ字1字の♯昧が思いラかびニ   
つの首薫の組み合わせと感ヒちれますれ それとも岬 2宇全体で‥つの青葉と感じち九て．二つの雷雲の組み合わせとは感じま   
せんカ・。モの性合いを次のような敏幸にして．右の間に記入してください 
はりきりと感じる       3 かなり感じる         2  
わIfろげ［：感じる      Ⅰ 感じ空い        ” 0   
∴つの言葉の組み合わせを  
ニ字漢語各字の勢力と意味論上の問題  
は、参考資料として見る憩度にとどめる。   
硬調査者は、中学生、大学生、社会人と、三つのグループから成る。   
中学生は、  
長野県飯田市伊賀島中学校生徒   
61  
1年生  104名  
2年生  86名  
3年生  88名  
大学生ほ   
筑波大学自然学環2年次生  85名   
社会人は  
朝日カルチャーセンタr tACC）受講生 45名  
となっている。調査乗施の時期は   
伊賀良中学校  昭和55年 3月   
筑波大学  54年 4月   
ACC  55年10月  
であった。  




質 問 ユ  
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印象度及び分離度濁査結果数値責（伊糞良中1年104各 2年鮎各 3年細軋  
筑波大自然学塀85名，ACC45名）  
62  
質問1   質 問 2  
12 33 2 101T M G  
1包31．764  
1291．503  
1071．22 2  
921．0畠1  
55：持1tI  
49 2ア10  
571g12  
6呂 611  
25412611  
16 27 27 6 
13 a616 322 
9153与26  
376（I4  
324畠 6  
213q311亀  
351627 8  1641．915！  
弁F2455 9」1029212呂1091・24ヱ  
解 
12l   
i   







2717 6≡娼  
23261323  
1512 315  
5邑1515  
65 13 7 
I34 6  
3915333822101971．895  
■ 3217126203011）』1481．724  
倉l373714  21221629  
18182623  
14131513  731・624弓  
412717  




49 31 S 9 
29142815  
56 9 9133 
64 7 6 8  








き ニ  
6630 5加31321711541」呂3  




帳601711．162 2130  
52 1C 9 
29 6100 
5112148  
－ 91323  
2768 9 4723 26 7冨2132．055  
17与316i352815 8  1762．055  
981．111；  24 57 7  
314113  
82413  
12 221836  
13173．322  1（沌1．252  












71424－ 91026」280．620  
23 72 9 
20 53 13 
25 与112  
16 60 9 
9 27 9  
14252029  
2き212417  
111610 占  
1121．272  
1351．593  
751，674   















3a4011 2  
24211528  
313312 9  
161与 7 7  
別5 5111  
403312  
171513  




ユ3 3 9  
24 2（）261t；  
141畠1739  
17222026  





25361916！1郎1．甜4  7125 ア  
与91512  
552419  
61 6 18 





27 24 25 10 
19 22 20 7 






15 14 6 
56231311』2272．185  
502013 312032．366  
31171228  
152022 28  








24 714  
20272622  
272327 9  
1431．38 2  
1541，794  
17272023i1251．42 3  
19153219  




61511322   
良 502513  42141319  1（i71．905   
心1 
1  49171D 9  1912．256  
24114 6  9畠2．185  
二字漠讃各宇の勢力と意味論上の問題  67  
質 問 2  
3 210「T M G  1 2 3  
393425 5121D2．02ら  71 24 8 
571613  
6烏13 7  





30 24 19 9 
142222 30  
72D2632  
29 2 14 i 51114 5555 
40232512  
22 232314  
13 91848  
4122445  










33 3 9  
54 33 9 
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3 8 826  

























19 76 1  
8 73 4 
?74 ?? 
4 65 16 
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質問11   質 問 2  
1 2 313 2 10 ∃ T M G  1 2 ユ13 21D［T M G  
????????




99 2．206  
35 201617  
44201011  
2510 4 6  
56：1413146 2昌17102112．03 5  
423212 25332171621．885   
二字漢語各字町勢力と意味論上の問題  69  
1   l  
質 問 2  質 問 2  





701．56 3  
30631129352111；   













111313 9  913236 51321「410．911  
9日  






420．9al   
100  44 2512 55 
3811 930  
46111Dl呂  








験203ほl6162637   日1720；2131020  















3．00一－2．20   6  
2．19一－1．80   5  
1．79～1．60   4  
1．59一－1．40   3  
1．39～1．20   2   
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1．19一－0．90   1  





















明瞭な両字型というのは、なかなか見当らない。   
このほかに、中学生と、大学生・社会人との間で傾向にちがいの見えるもの  
があるので、これを「変動型」と呼ぶことにする。   
質問1に対する答えの数値から、次の5型が区別されるわけである。  
（1）1宇目型  
（2） 2宇目型  
（3）分散型  
（4）両字塾  
（5）変動型   
さて、刺激語に用いた百舌の語構成上の性格を見ておこう。次のような揖塾  
に分れる。   
二字漢語各宇の勢力と意味論上の問題  71  
（1）同義性の語要素を重ねたもの  
乱 動詞性＋動詞性  弁解、分別  
b．形容詞性＋形容詞性  東傑、優雅  
c．名詞性＋名詞性  倉庫、技術  
（2）類義性の語要素を重ねたもの  
孔 動詞性＋動詞性  流行、商売  
も．形容詞性＋形容詞性  貴重、温厚  
c． 名詞性＋名詞性  音声、理想   
伽 反対の意味の語要素を重ねたもの  
a．形容詞性＋形容詞性  善悪  
b．名詞性＋名詞性  天地、雲泥  
（3）各語要素が分担して意味を構成するもの  
孔 動詞性＋名詞性  護身、立証  
b．名詞性＋動詞性  人生   
c．修飾語＋名詞性  良心、外人  
d．副詞性＋名詞性  後悔、全焼  
e． 名詞性＋名詞性  銀行、天気  
（4）分担関係が対等でないもの〔主従型語構成）  
a．中心部＋補助部  充分、元来  
b．補助部＋中心部  所属   
漢語の語構成は、このほかにもありうるが、主なものは、これくらいであり、  
この調査で救った100語の語構成タイプほ、以上で尽きる。   
このような、各語の語構成タイプと、被験老の受入れ印象り型との関係を、  
以下に記述する。   
まず、両者の関連状況を一覧表にしてかかげる。   
語構成の型と 印象の型と の閑適一覧表  
、・し・  種象の型 l  語構成の型  ＿＼  変  動  型  
6弁解彗（2字→1字1  









31栄養8  23納得ヨ 49支配さ  7処置ヨ 35成立▲  
56裁判℡ 57流行宙  
59探偵3 75議論さ  
7月奉仕望  
45親切197費重■  













33道徳3 40風俗1  
粥最敷虫  
9方南ヨ 91音声8  
29善悪○〔1字→j  
52天地l（1字→■  
開票躍手（分散・→   
形容詞＋形容詞  
??????
名 詞＋名詞  
2稼業望 26護身6  
69絶対食 70翫時8  
別∴殺人d 糾登山島  
如上抑地曇  







51南限占 星8片鱗1  
90毛筆与  
11余地■ 22出口■  
30張面141両方▲  
42熱湯¢ 50毒舌4  
61良心6 98外人8  
16難語8 20天才8  
21北風8 44実力丘  






34薇笑8 38必死夢  
副詞＋動詞  
丁9銀行1  名詞＋名詞  66天気笥（1字→南字）  
47充分176試合丑  
77刑事1  
67元来1（分散→1字）   
中心＋神助  
補助＋中心  ー．】 C■｝   
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皿．分析 と 考察   
A．同義並列型構成の語と春季の印象   
語構成タイプの方を基準にして、各構成タイプの中で、印象の型がどのよう  
になっているかを見て行くことにL、まず、同義性の語要素を二つ並べた型の  

















1蓑と同じで、左から右へ、1宇目、2宇目、両字と進み、上から下へ、中1、中2、   






















ぞれ「分別」「治療」「倉庫」の各語を代表できる力をもっているのである。   
次に、丙字型の印象をもたれる債向のあるものを見ると、〔動詞＋動詞〕塾  
の「計算」「観察」忙、〔名詞＋名詞〕型の「文字」がある。   







???????????????? 36 41 27  
27 37 22  
38 37 21  
27 3（）2包  










義の語るところであろう。   











「術」を「ジュツ」と受け止めているだろう。それぞれ忙どういう内容づけを   
二字漢語各字の勢力と意味論上の問題  77  
して理解しているか、いろいろと想像はされるが、変にうがった解釈をしてほ  
危険であろう。   

















を示Lている。例えば、「親切」は「親切」で、「親」と「切」の組．み合わせと   










の辺の「切」の力が、成年者では意識されるのであろうか。   
2宇目型は、このデータでは多くない。〔動詞＋動詞〕塾の「栄養」と〔名  










親しい生活語なのではなかろうか。   
分散型と見るべきものには、〔動詞＋動詞〕型の「納得」「支離」「変動」、〔形  
容詞＋形容詞〕型の「正直」「温厚」、【名詞＋名詞〕塾の「方面」「音声」の丁  
語がかぞえられる。   








































命」「理想」「事件」「意味」、以上11語をかぞえた。   















動の傾向が見られる。   
商売 2宇目型（売）から1宇目塾（商）へ   
経済 分散型から両字型へ   
出張 2宇目塾（張）から分散型へ   
冷静 2宇目型（静）から分散型へ   
規模 2宇目型（模）から両字塾へ   
事実 分散型から両字型へ   
事故 分散型から両手型へ   
運命 2宇目型（命）から1宇目塾（運）へ   
理想 2宇目型（憩〕から両字型へ   
事件 分散型から両字型へ   





想」「事件」の6語がそれだが、これらは、分離度指数が各、1，1，3，2，3，2であ   







分解する学習ほ、ここでは意味がないのである。   














ら、この語感がわかって来ると、「雲」より「泥」の方が優勢になるのであろう。   
D．分担性語構成の語と冬季の印象   
例えば「登山」という単掛ま、山に登ることを意味している。「登」だけだっ  
たら、「登る」ことはわかるが、何に登るのかわからず、「山」だけだったら、   



































「護身」「測地」で、「護る」「測る」の相手が「身」であり「地」であること   
























だろう。   
次に、分散型の2語「犯罪」「成功」  
を見る。「犯罪」は、最初に説明の例   





















にも熟したことばであることが知られるりだ。   
分担型願儲成の第3類型ほ〔修飾語＋名詞】の型で、これは、100語中に19  
語をかぞえ、調査語の中の最大のグループであった。印象の型では、1宇目型  
に8語、2宇目型に3語、分散型に7語、変動型に1語となっている。   
まず、1宇目型の8語は「余地」「出口」「帳面」「両方」「熱演」「毒舌」「良  
心」「外人」で、「出口」は和語である。   
















なっている。「両眼」では、両方の何なのかが問題で、「胆」がなくては目玉の   
林   田 即  色6  
入らないだるま同様であるという事情は、確かにわかる。「両刀」「両人」「両  









されていなかったかも知れない。   
分散型の7語は「雑誌」「天才」「北風」「実力」「原因」「熱心」「立場」で、  






るのだろう。   
変動型の1例は「目的」である。2宇目「的」の優勢  
がくずれて成人2グループで丙字支持者の数が首位に  
なっている。これもまた、両宇型への移行例がある。   
?【????????????????? ????????????ー???
二字漢語各字の勢力と意味論上の問題  87   
分担型語構成の第4顆塾は〔副詞＋動詞〕の型で、5語あり、1宇目型がな  

























性を示しているのだろう。   
林   四 郎  白色  




















や接尾語とほ違って、語畦上、補助的な立場にあるのでほないが、意味論的に   































（1）2宇のうち片方の1辛が代表力をもつという現象は、どうも、ありそう   
林   四 郎   90  
である。  
〔2）語構成において主従の関係がはっきりしている場合は、主になる方が   
代表力をもちやすい。  
（3）語構成が〔動詞＋名詞〕型で、〔けニ〕ヲ（ドゥスル）〕という句構造   
を基底にもつ場合は、動詞性の要素の方が代表力をもちやすい。  
（4〕〔（ドソナ）（ナこ）】という句構造を基底にして、名詞が2宇目に位置   
する場合ほ、論理的には2宇目が代表力をもつが、心象的には1宇目の訴   
えが強くなりやすいので、訴えの載さによって、1宇目型になったり、2宇   
目型になったりする。その訴えは、情感にふれるどぎつさとか、意味のわ   
かりやすさ、具体的イメージの描きやすさ、また、字の視覚的重さなどが、   
印象の強さを作り出す。  
（5）同義や規蓑の語要素を重ねて作ることばでは、どちらかというと1宇   
目の方が代表力をもちやすいように見えるが、これは明瞭でなく、2字と   
も同程度の力をもつことや、2字一体で切り離しがたい印象をもたれるこ   
とも多い。  
（6）反対語を重ねて作ることばでは、各字が対等に張り合うことになりや   
すい。  
（7）言語生活において漢字への習熟度が高くなるにつれて、日常よく使う2   
字漢語を2宇一体のものとしてとらえる度合が高くなる。   
